




































































なかった。優遇され、書物等 差し入れがほぼ自由だったからである。その め、四年以上の刑期中にさまざまな本を読むことができ、それから得た学識を釈放後にすぐさま活用でき のであった。　
また、監獄にはやはり多くの面会人が訪れた様子が紹介されて



























に紹介すると、日本で行使することができなくなったポルトガルの領事裁判権を、日本側が勅令で回収する旨を表明した。そのため、慌てたポルトガル側は勅令の廃棄、改正を請求するに及んだが、それに対して陸奥外相 断乎拒否 という姿勢で事態は推移した。こ 問題は結局平行線のまま決着したの が、日本側の勅命堅持の姿勢は貫徹されたのである。なお 日葡関係は明治三〇年にいたってようやく新条約が締結される 至った。　
また明治二六年初頭には、ハワイから領事裁判権の放棄が通告


























著者はここで陸奥の廣吉宛書翰 多用 ながら陸奥の息子に対するまなざしを紹介している。廣吉はイギリス あって、突然バリスターの資格を得るつもりであ と陸奥 書信し 。これに陸奥は反対意見を述べたが、結果 に廣吉はバリスター 資格を得て明治二七年に帰国した。帰国後、外務省に翻訳官の職を得て翌二八年に領事官・外交官試験に合格したのであっ 。　
また、最後に陸奥の記した『蹇蹇録』について触れている。そ
の内容は明治二七年四月以降、甲午農民戦争から日清戦争、講和談判、三国干渉、同 八年五月の条約批准までの約一年間をまとめたものである。著者 、 「決して矮人観場の類に非ざ を信ず」という陸奥 自信をあわせて紹介している。さら 、本論の末尾に『蹇蹇録』に対す 諸研究を 結んでいる。　
以上、本書を章を追って紹介してきた。最後に評者の読後感を
まとめて拙評の結び 代えたい。
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